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　超高齢社会を迎えた我が国の喫緊の課題は、医療費高騰の抑制と国民の健康寿命
の延伸を両立させることです。国の施策として革新的な医療を可能にする医薬品・再
生医療等製品の創生、人工知能の創薬・医療への活用、予防医療・精密医療の社
会実装が期待されています。当社は、国内大手 CROとして創薬に関わるステークホル
ダーの共生社会の実現と日本発の医薬品創生に貢献して参ります。先端事業推進部
は、本社ビルにオフィスを構え、創薬技術のエキスパートと製薬企業出身者が協働して、
中長期的な視点に立った未来のヘルスケア産業における創薬支援事業のありたい姿を
提言・実行化することで、研究現場・営業部とお客様をつなぐ役割を担っています。以
下に、先端事業推進部が担当する国の研究機関とのコラボレーションをご紹介します。

　がんは世界の死因のトップであり、世界の製薬企業が抗がん剤の研究開発にしのぎ
を削っています。近年、がん細胞株を用いた試験系の臨床予測性の低さが問題となり、
欧米を中心に患者のがん組織を移植した PDX（Patient-Derived Xenograft）マウス
を用いた抗がん剤の開発が急速に広まりつつあります。当社は、日本医療研究開発機
構（AMED）のご支援の下、国立がん研究センター及び医薬基盤・健康・栄養研究
所と協働して、製薬企業が期待する日本人の PDX モデルを用いた受託サービスを今
年から本格的に開始します。
　ヒトiPS 細胞の創薬利用では、2014 年にヒトiPS 心筋を用いた医薬品の不整脈誘発
リスク評価試験を事業化し、FDA が主導する国際バリデーション研究に実験データを
提供しました。更に、自社開発した人工知能（深層学習）モデルをデータ解析に実装
するなど、本分野のリーディング CROとして高く評価されています。昨年 7 月には東京
大学薬学部の寄附講座「ヒト細胞創薬学」開講に参画し、最先端研究を支援してい
ます。
　国民の期待が高い再生医療分野では、熊本研究所において薬事承認に必要な非
臨床試験を受託しています。当社の強みは薬理研究部が保有する約 200 種類の病態
モデルを用いた有効性試験、国立医薬品食品衛生研究所から技術導入した超高感度
のデジタル軟寒天コロニー形成試験、タカラバイオ株式会社の事業協力を得て確立し

たモノづくりから評価までの一気通貫型の試験受託体制です。また、
昨年から経済産業省近畿経済産業局が主催するコンソーシアムに参
画し、産学・産産連携による新規ビジネスを検討しています。
　当社は AMED の「平成 29 年度創薬支援推進事業─ 創薬シー
ズ実用化支援基盤整備事業」に「プロモーターユニット」として採
択されました。当社ユニットがハブとなり、アカデミア、バイオベンチャー、
CRO が保有する創薬技術・試験を調達し、AMED 創薬戦略部が
支援するアカデミア発シーズの効率的な育成・事業化を実現します。

　ＬＳＩメディエンスは、オープンイノベーションを最大限活用してお客
様に最先端の創薬技術と質の高いサービスをご提供して参ります。引
き続きご支援・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。　

͡Ίに

ༀࢧԉۀࣄຊ෦ɹઌۀࣄਪਐ෦

Ҫ্ ༟ষ
ʢ݉ʣܦӦઓུاը෦ɹ
ɹɹɹ  ܦӦઓུ෦ϓロδΣΫトਪਐࣨ

ʢ݉ʣAME% ϓロϞʔλʔϢニοトදऀ
iOPVF.IiSPBLi!NC.NFEiFODF.DP.KQ

表紙写真紹介

ஔࡅɾഁࢄհɿ৫ثػ
       gFOUMFMA$45M

հɿϑロʔαイトϝʔλʔثػ
      #% FA$4LZSiD5M

֤౩のՖのੈϝンόʔ ֤छ֨ࢿΛऔಘͨ͠ڀݚһの໘ʑ
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後列左から中岡、中村、佐々木、本郷、原田研究員
前列左から今泉グループリーダー、西顧問

[目的]
ɹ消化ܥثの࣬ױに༷ʑͳの͕ Γ͋ɺྍ࣏ༀの։ൃ͕͔͘ݹ ΒΜ
にߦΘΕ͍ͯ·すɻྍ࣏ༀの։ൃに͓͍ͯɺ֮੧ԼͰ消化管の動͖Λ
࿈ଓϞニλʔ͠化する ͱ͜ɺༀの༗ޮੑ෭作用ධՁの͏͑ Ͱ
ॏཁͳํݧࢼ๏ͰすɻࡏݱࣾɺϑΥʔεトϥンεσϡʔαʔΛ消化
管にཹஔͨ͠動Λ用͍ɺແຑਲඇ߆ଋのঢ়ଶͰ֤छༀ͕消化管運
動にͲのΑ͏ にӨڹΛٴ΅す͔ɺςϨϝトリʔํࣜͰධՁΛͯͬߦ ͍·すɻ
ɹࠓճɺ消化管運動に作用Λࣔす ͱ͜໌Β͔Ͱͳ͍ののɺҰ
化ૉ߹߬ૉʢN04ʣ્ࢎੜΛ੍するL-NAME <Ұ࢈化ૉʢN0ʣࢎ

動ଅਐ׆	 ڹɺؒతにӨ͕ <ࡎ する͜ ͱΛূݕするͨΊɺL-NAME
Λイヌに੩຺༩͠ɺςϨϝトリʔํࣜͰңٴͼ管֤෦の運動Λଌఆ
͠·͠ ͨɻൺֱༀͱ͠ ͯɺࡉ๔ѥࢎ化ૉྔΛ૿Ճ݂ͤ͞管֦ு作
用ΛࣔすニトログリセリンΛ用͍·͠  ͨɻ

[方法]
ɹイιϑϧϥンٵೖຑਲԼͰ༤ੑϏʔグϧに։ෲखज़Λ͍ߦɺ
Ξトロϐンのے༩にΑΓ消化管Λஎ؇ͤ͞ɺϑΥʔεトϥ
ンεσϡʔαʔిۃ 	F-�2*4ɺελʔϝσΟΧϧࣾ
 Λңମ෦ɺ
ңલఉ෦ɺेೋࢦɺখ 	ۭ
 ɺେ 	Լ݁ߦ
 にݻఆ
͠·͠  ͨ	ਤ �
ɻज़ޙ��ؒҎ্のճ෮ؒظのޙɺ消化管運
動Λ2ؒ࣌�Ҏ্ଌఆ͠·ͨ͠ɻσʔλऔಘに͕ͳ ɺ͘ज़
のҰൠঢ়ଶにҟৗ͕ͳ͍ޙ ͱ͜Λ֬ೝͨ͠イヌΛ࣮ݧに用͠
·͠ ͨɻ
ɹL-NAME 	2� Ng�Lg
 ແຑਲඇ߆ଋ動に੩຺#PMVT
༩͠ɺ༩લ͔Β༩ؒ࣌22ޙ·Ͱ消化管運動Λଌఆ͠·
͠  ͨ	ਤ2
ɻൺֱ対রༀのニトログリセリン 	MiMMiTSPM
 ɺഔମ

ʢੜཧ৯ԘӷʣΛ੩຺に3�ؒ࣋ଓ༩ͨ͠のͪɺଓ͍ͯニ
トログリセリン 	��Жg�Lg�NiO
 Λ3�ؒ࣋ଓ༩͠ɺಉ༷
にଌఆ͠·͠  ͨ	ਤ3
 ɻ
ղੳ߲ɿऩॖڧ 	ۂؒ࣌ઢԼ໘ੵɿASFB
 ɺऩॖৼ෯ 
ɹɹɹɹɹ	ANQMiUVEF
 ɺऩॖස 	$ZDMF
 
ղੳιϑトɿAOBMZ[Fᶘ 	ελʔϝσΟΧϧࣾ


[まとめ]
ɹL-NAME͋る͍ニトログリセリンΛイヌに༩͠ɺN0の消
化管運動にٴ΅すӨڹΛଊ る͑ ͱ͕͜Ͱ͖·ͨ͠ɻۭෲظのイ
ヌにL-NAMEΛ༩するͱɺ消化管運動͕ဏਐ͠·͠ ͨɻҰํɺ
ઁӤޙのイヌにニトログリセリンΛ༩するͱɺ消化管運動の
੍͕֬ೝ͞Ε·ͨ͠ɻ͜の݁ՌɺL-NAMEにΑΓN0の࢈
ੜ੍͕͞Εͨ ͱ͜にΑΓɺ消化管ฏے運動のௐઅػ͕

無麻酔非拘束動物を用いたテレメトリー方式による
消化管運動の測定

最新研究紹介

薬理

Β͑Εɺؒతに消化管運動͕ဏਐͨ͠ ͱ͜Λ͍ࣔࠦͯ͠るͱߟ Β͑Ε
·͠ ͨɻͳ͓ɺࠓճのニトログリセリンの༩ྔͰɺN0࢈ੜに͏݂
管֦ுにΑる݂ѹม化ܰඍͰͨ͠ɻ
ɹຊ࣮ํݧ๏Λ用͍る ͱ͜にΑΓɺ消化管のతͳ作用Λࣔ͞ͳ͍
ͱߟ Β͑ΕͨL-NAMEの作用Λଊ る͑ ͱ͕͜Ͱ͖ɺଌఆ๏のଥੑ͕֬
ೝͰ͖·͠ ͨɻ
ɹࡏݱɺศ࿙ΕͳͲのධՁख๏ͱ͠ ͯɺᡗׅےの運動ΛϑΥʔε
トϥンεσϡʔαʔΛ用͍ͨςϨϝトリʔํࣜͰଊ る࣮͑ݧΛ࣮͍ͯ͠ࢪ
·すɻޙࠓ͜の消化管運動ଌఆٕज़ΛԠ用͠ɺ͓٬༷のଟ༷ͳニʔ
ζに͓Ԡ͑͠ ͍͖͍ͯͨͱͯ͑ߟ ͍·すɻ

ʢࣥߘݪචࠤ�ʑ Ұڿ E-NBiM�TBTBLi.LB[VBLi!NS.NFEiFODF.DP.KQʣ

図  1    フォーストランスデューサー取付部位 
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Fig. 2    イヌの消化管運動に対するL-NAMEの作用

Fig. 3    イヌの消化管運動に対するニトログリセリンの作用
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図  2　イヌの消化管運動に対する L-NAME の作用

図  3　イヌの消化管運動に対するニトログリセリンの作用



ɹ۽ຊڀݚॴͰɺ৽نに৫ࢄɾഁࡅஔʢgFOUMFMA$4ä 0DUP 
%iTTPDiBUPS XiUI )FBUFSTɺϛϧςニʔόイΦςΫࣜגձࣾʣΛಋೖ͠·
ͨ͠ɻଂ͞ΕͨϓログϥϜΛબ͠ɺώʔςΟングϢニοトΛΈ
߹Θͤる ͱ͜Ͱɺ৫ഁࡅɾ߬ૉԠͱ͍ͬͨఔΛࣗ動Ͱɺ࠷େ

Topics

1 機器紹介：組織分散・破砕装置 gentleMACS™ の導入

ɹ ۽ ຊ ݚ ڀ ॴ に͓ ͍ͯɺ ৽ ن にϑロʔαイトϝʔλʔʢ#% 
FA$4LZSiDäɺຊϕΫトンɾσΟοΩンιンࣾʣΛಋೖ͠·͠ ͨɻຊػ
ϧʔςΟンのྟচࠪݕͱྟচڀݚの྆ํΛαϙʔトするΑ͏ にઃ
ϑロʔαイトϝʔλʔͰすɻੑߴΕͨ͞ܭ
ɹۙɺༀཧݧࢼに͓͚るපଶϞσϧ৫தのࡉ๔ղੳのधཁ͕
ࡉϞσϧに͓͚る໔Ӹױ໔Ӹ࣬ݾΓɺࣾに͓͍͓ͯࣗͯͬ·ߴ
๔のղੳʢ5�#ࡉ๔ɺ੍ࡉ5ੑޚ๔ɺαイトΧインόϥンεʣͳͲΛ࣮
࣌৭ૉのಉޫܬճಋೖͨ͠#% FA$4LZSiDä�৭のࠓすɻ·͍ͯ͠ࢪ
ղੳɺଟॏછ৭Λ࣌๔ըのಉࡉग़͕ՄͰ͋Γɺଟ߲のݕ
ࡉ5ੑޚͳղੳ͕ՄにͳΓ·ͨ͠ɻҰྫͱͯ͠ɺ੍ࡉৄͨ͠ۦ
๔のղੳ͕͛ڍΒΕ·すɻࣾの͜Ε·ͰのղੳͰ�৭ಉ࣌ղੳ
ͨ͠·͍ͯͬ·ग़すにཹݟ๔ըΛࡉ5ੑޚͰͨ͠のͰɺ੍ݶ্͕
͕ɺຊػߋに�৭のղੳ͕ՄͰ͋るͨΊɺ1%ࡏݱ-�ɺ$5LA-�ɺ
LA(3߅ମΛՃ͑ͨɺजᙾਁ५੍ࡉ5ੑޚ๔のղੳݕ౼ΛਐΊͯ
͍·すɻ
ɹ·ͨɺ#% FA$4LZSiDäͱڞに#% FA$4äϢニόʔαϧロʔμʔಋೖ
͠·ͨ͠ɻ͜のロʔμʔଌఆ用νϡʔϒ��ຊຢ��ΣϧϓϨʔ
ト�ຕのࣗ動ଌఆ͕ՄͰ͋Γɺαンϓϧ͕ଟ͍ݧࢼに対
ԠͰ͖·すɻ用ྫͱ͠ ͯɺ#%ä $ZUPNFUSiD #FBE ASSBZʢҎԼɺ#%ä 
$#AʣにΑるαイトΧインのଟ߲ಉ࣌ఆྔղੳ͕͛ڍΒΕ·すɻ
#%ä $#Aݕ�ମ͔ΒଟछྨのλンύΫʢओにαイトΧインʣΛಉ࣌に
ଌఆɾఆྔղੳͰ͖るϑロʔαイトϝトリʔΞϓリέʔγϣンͰすɻ݂
ਗ਼ɺ݂ᕶɺࡉ๔ഓཆ্ਗ਼ɺ৫ӷͳͲଟذにるݕମのଌఆ͕Ͱ

Topics

2 機器紹介：フローサイトメーター BD FACSLyric™ の導入

に͔ͭಠཱͯ͠ॲཧする࣌ମ·Ͱಉݕ� ͱ͕͜ՄͰすɻࣾのݕ
౼に͓͍ͯɺ௨ৗのख๏ͰजᙾΛͨͤ͞ࢄ߹にൺຊػΛ
用ͨ͠߹ɺճऩࡉ๔ٴͼࡉ๔ੜଘ্͕͠·͠ ͨɻ
ɹۙɺ͕ Μ໔ӸのྖҬͰɺजᙾඍখڥղੳのधཁ͕ߴ·ͬ
͍ͯる ͱ͔͜Βɺࣾɺैདྷの߅जᙾධՁʢजᙾମੵɺजᙾॏྔʣ
にՃ͑ͯ ɺ৽ͨͳධՁܥͱ͠ ͯɺजᙾਁ५リンύٿʢ5*Lʣのղੳ๏
のཱ֬にऔΓΜͰ͍·すɻํ๏ͱ͠ ͯɺ·ͣɺ動͔Βఠग़͠
ͨजᙾΛຊػにΑΓͨͤ͞ࢄのͪɺMA$4� ςΫϊロδʔʢ࣓ࡉؾ
๔ख๏ʣにΑΓ$%��ཅੑࡉ๔ʢന݂ٿʣΛબผ͠·すɻ࣍に߅ମ
છ৭Λ͍ߦɺಉ͘͡ ৽نにಋೖͨ͠#% FA$4LZSiDäʢ5PQiDT2ࢀরʣΛ
用͍ͯɺ੍ࡉ5ੑޚ๔ʢ5SFgʣͳͲの֤リンύٿըのղੳΛ͍ߦ·
すɻ͜のΑ͏ に͠ ͯͬߦΛ౼ݕͯ ͍·すɻ
ɹ·ͨຊػɺजᙾҎ֎の༷ʑͳ৫のࢄに用Ͱ͖·すɻ
๔Λ#% FA$4LZSiDäͰղੳするࡉͨ͠ࢄ ͱ͜Ͱɺ֤छධՁに対ԠՄ
Ͱすɻ
ࢄՄͳ৫の ɿྫजᙾɺ৺ଁɺਆܦ৫ʢΛؚΉʣɺ؊ଁɺᡮଁɺ
ഏɺリンύઅɺے֨ࠎͳͲ

ʢࣥߘݪච�ৗ  ॅਅҰ E-NBiM� UTVOFTVNi.TIiOiDIiSPV!NS.NFEiFODF.DP.KQʣ

͖るͨΊɺපଶ動Ϟσϧ͔Β࠾औͨ͠ෳのݕମΛ#% FA$4äϢニ
όʔαϧロʔμʔΛ用ͯ͠ ਝにଌఆする͜ ͱ͕ՄͱͳΓ·すɻ
ɹҎ্のΑ͏ にɺຊٴػͼपลثػのಋೖにΑΓࡉ๔にؔͯ͠ߋに
Ͱɺ༷ʑͳ໘·ݧࢼͳղੳ͕ՄͱͳΓɺiO WiUSP͔ΒiO WiWPߴ
ͰԠ用Ͱ͖るΑ͏ にͳΓ·ͨ͠ɻܥݧࢼΛ͝ݕ౼のࡍにੋඇ͝૬
ஊԼ͍͞ɻ
ͦのଞ#% FA$4LZSiDäの用 ɿྫリンύٿαϒセοトղੳɺࡉ๔ࢮʢΞ
ϙトʔγεʣݕग़ɺࡉ๔पظղੳͳͲ

ʢࣥߘݪචࢁ�ᖒ ࣮ E-NBiM� ZBNB[BXB.UBLVNi!NS.NFEiFODF.DP.KQʣ
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ɹօ༷͝ ଘ͡の௨ΓɺҰࡢʢ2���ʣ�2݄ΑΓF%Aਃ࣌に
ඇྟচݧࢼσʔλの4EN%ʢඇྟচݧࢼσʔλΛަするඪ४ʣ対
Ԡ͕ඞਢͱͳΓ·͠ ͨɻࣾɺ2���にಋೖͨ҆͠શੑγες
ϜLBC4iUFΛ4ͨͬEN% *(3.�ʢ࣮Ψイυ 7FSTiPO 3.�ʣ対Ԡの͕ڥ
͍ɺ֤छυϝインの%BUBTFUTɺEFpOF.YNMٴͼO4%3(の作͕Մ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻ͜ΕにΑΓਃࢿྉの作͕ؒظॖ͠·すɻ·ͨɺ
4EN%対Ԡに࣮の͋る࢜௨ࣜגձࣾͱのۀڠɺグロʔόϧ対
Ԡに͚ *ͯOTUFN L44 LUE.のࢧԉΛड͚るମ੍ߏங͠ɺ͓٬༷の
ニʔζに͔ͬ͠Γ対ԠͰ͖るڥΛ͑·͠ ͨɻ
ɹࡏݱɺ4EN% *(3.�にैͬͨํ๏ͰҰൠಟੑٴݧࢼͼ͕Μੑݪ
す͕ɺ2���にF%AのN%Aਃにඞਢ·͍ͯͬߦの対ԠΛݧࢼ
ͱͳる4EN% *(3.�に対Ԡͨ͠4EN%作ػのϨϕϧΞοϓΛ༧ఆ͠
͍ͯ·すɻͦのޙɺ̓ શੑༀཧݧࢼに͍ͭͯ4EN%対ԠΛεϜʔ
ζに͜͏ߦ ͱ͕ՄͰすɻ͍ۙকདྷɺੜ৩ൃੜಟੑݧࢼಛघಟ
にΞϝリΧ͚ͩͰͳߋΓɺ͕に4EN%対Ԡのద用ൣғݧࢼੑ

ɺ͘ຊதࠃͰಉ༷の対Ԡ͕ඞཁにͳるͱ༧͞Ε·すɻࣾ

ɹපཧࠪݕͰɺ݁؍ՌٴͼஅΛ֤1BUIPMPgiTU͕બΜͩපཧ用
するͱ͍͏ಛੑ্ɺඪ४化͕͘͠ݱͰදޠ ɺ4EN%σʔλセοト作
のதͰಛ༗の͕ੜ͡·すɻ͔ͳσʔλセοト作のͨ
Ίにɺ$%*4$ʢ$MiOiDBM %BUB *OUFSDIBOgF 4UBOEBSET $POTPSUiVNʣ͕ ఆΊ
ͨ$5ʢ$POUSPMMFE UFSNiOPMPgZʣに߹ΘͤͯॴݟΛબする ͱ͕͜ٻΊ
ΒΕ·す͕ɺͦの用ޠ·ͩ·ͩগͳ͍の͕ݱঢ়Ͱɺ$5に߹Θ
ͳ͍用ޠに͍ͭͯO4%3(ʢOPO-DMiOiDBM 4UVEZ %BUB 3FWiFXFS�T (ViEFʣ
にࡌهする ͱ͜にͳΓ·すɻ·ͨɺ$5ޙࠓɺΞϝリΧɺイΪリεɺϤʔ
ロούٴͼຊのಟੑපཧֶձにΑる߹ಉϓロδΣΫトͰ͋る*N)AN%

ʢࡍࠃ౷Ұ化ಟੑපཧ用ޠɾஅج४ʣΛߟࢀにόʔδϣンΞοϓ
͞Ε͍ͯ ͱ͘ߟ Β͑Ε͍ͯ·す͕ɺ*N)AN%に͍ͭ͘ ͔の՝͕͋
Γ·すɻͦの՝ͱɺ͋ࠃる͍ࢪઃ͝ͱにҟͳるஅج४

Topics

3
SEND 対応状況  
LabSite での SEND IG3.0 対応完了

病理検査の SEND 対応
৫૾に対するղऍのࠩΛՄͳݶΓΧόʔするͨΊにվળྗ͕ॏ
ͶΒΕ͍ͯる࠷தͰ͋る ͱ͜ɺࡏݱの対動ϥοトٴͼϚεの
ΈͰ͋る ͱ͜ɺ֤͝ثͱにϫʔΩンググϧʔϓ͕ઃ͚ΒΕるͨΊɺ
౷Ұに͍ͭͯ·ͩͳ͞Ε͍ͯͳ͍ݟのॴؒث ͱ͜ɺͳͲͰすɻ
ࣾͰɺ*N)AN%ɺ $5にਫ਼௨ͨ͠1BUIPMPgiTUにΑるපཧ用ࣙޠॻの
作ٴͼॴ࠾ݟ用ɺϚοϐングޙのσʔλセοト֬ೝͳͲの4EN%対
Ԡのαϙʔトମ੍Λ͑ͯ ͍·すɻޙࠓݧܦΛੵΈॏͶɺ͓٬
༷の͝ཁͰ͋るʞ4EN%σʔλセοトΛഎܠσʔλͱ͠ ͯࣾͰ׆
用͍ͨ͠ʟʞຊ൛4EN%の動ؚΊͯͯ͑ߟ ͍͖͍ͨʟͳͲの͓
にॊೈに対Ԡ͍ͨ͠·すɻ 

ʢࣥߘݪච�খྛ ྄հ E-NBiM� LPCBZBTIi.SZPVTVLF!NV.NFEiFODF.DP.KQʣ

ɺň4EN%対ԠΛ҆৺ͯ͠ す ͱ͜のͰ͖るօ༷のύʔトφʔʯͱͳる
 ɺ͘ʑਫ਼ਐͯ͠ ͍͖·すɻ

ʢࣥߘݪච�Մಙ খ࢛ E-NBiM� LBUPLV.LPTIiSPV!NO.NFEiFODF.DP.KQʣ

ɹ҆શੑݧࢼに͓͚る৺ిਤࠪݕɺిۃΛମද໘にணするͩ
͚Ͱす͙にଌఆする ͱ͕͜Ͱ͖ɺ動に対する৵ऻͳ ɺ͘৺ػ
にؔするใΛಘるのにۃΊͯ༗用Ͱすɻ
ɹ৺ిਤମද໘ΛྲྀΕる͔ۇͳిѹΛଊ͑ͯ ܗͱ͠ ͯ͠هͯ
͍るͨΊɺిѹ͕͍·ͨܗのܗঢ়にΑͬͯਖ਼֬にଊ る͑͜
ͱ͕ࠔͳ߹͕͋Γ·すɻ͜のΑ͏ ͳ߹ɺैདྷのثػͰɺ࠶
ଌఆຢϊΪεΛ用͍ͯղੳするඞཁ͕͋Γ·͕ͨ͠ɺࠓճಋೖ
ͨ͠%���L9ͰͦのΑ͏ ͳܗͰଊ͑る ͱ͕͜Ͱ͖るΑ͏ にͳΓɺ
ଊ͖͑Εͳ͔ͬͨܗͰ࠶ղੳػにΑΓσΟεϓϨイ্Ͱܭଌ
۠ઢのิਖ਼Λ͜͏ߦ ͱ͕Ͱ͖るΑ͏ にͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺܗの֦
େॖখ͕ࣗࡏͰɺৄࡉにܗΛ֬ೝする ͱ͕͜Ͱ͖ɺղੳのਫ਼
 すɻ·্͍ͯ͠
ɹଌఆのҟৗΛݕग़する ͱ͜ɺகࢮతͳෆ຺のൃ༧ଌに
༗用Ͱ͋Γɺม化Λਖ਼֬にղੳする ͱ͜ඇৗにॏཁͰすɻ༷ʑͳ
ղੳػΛ༗する%���L9ɺ৺ಟੑධՁのҰॿͱ͠ ͔ͯܽͤͳ͍
のにͳるͱͯ͑ߟ ͍·すɻ

Topics

4
機器紹介：
自動心電計 D700LX の導入

ʢࣥߘݪචాࡉ� लউ E-NBiM� IPTPEB.IiEFLBUTV!NF.NFEiFODF.DP.KQʣ

SEND IG3.0 必須

＋生殖発生毒性

3/1512/17

＋特殊毒性

安全性薬理試験追加一般毒性試験・がん原性試験

安全性システム安全性システム

**: Developmental and Reproductive Toxicology (DART)
*: tsPharma LabSite SEND FILE CREATOR 

SEND状況とその対応（2018年2月）

SEND IG3.1 必須

ProvantisProvantis

LabSiteLabSite

(manual input)(manual input)

(system *for SEND IG3.0)(system *for SEND IG3.0) (system for SEND IG-DART**)(system for SEND IG-DART**)

(system for SEND IG 3.1)(system for SEND IG 3.1)

2016 2017 2018 2019 2020 2021

NDA申請
のための
SEND標準
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ɹຊ ಟ ੑ ֶ ձ ೝ ఆトΩγίロδεトʢ%iQMPNBUF PG UIF 
+BQBOFTF 4PDiFUZ PG 5PYiDPMPgZʣに൧ ʢా۽ຊ҆શੑڀݚ෦ʣٴ
ͼ٢ʢࣛౡ҆શੑୈ2ڀݚ෦ʣ͕ ߹֨͠·ͨ͠ɻຊೝఆ֨ࢿ
ҩༀༀのಟੑൃػݱংɺༀ動ଶɺಟੑධՁํ
๏ͳͲɺಟੑֶに͓͚る෯͍ࣝに͍ͭͯɺֶձ͕ఆΊ
るج४Λຬͨͨ͠ऀに༩͑ΒΕ·すɻࠓ߹֨ͨ͠2໊Λ
ؚΊɺ༗ऀ֨ࢿࣛౡٴͼ۽ຊڀݚॴΛ߹Θͤͯ�2໊にͳ
Γ·ͨ͠ɻ
ɹࢲɺ௨ৗのۀͱ͠ ͯ҆શੑༀཧݧࢼのiO WiUSPݧࢼΛओ
に୲͍ͯ͠·すɻडݧにී͚ͯஈのۀͰؔΘΓのগ
ͳ͍ಟੑݧࢼༀ動ଶͳͲにֶ͍ͭͯशするඞཁ͕

Γ͋·͠ ͕ͨɺઌഐํの͝ࢦಋΛ͖ɺ֨ࢿΛऔಘする ͱ͕͜
Ͱ͖·ͨ͠ɻຊೝఆ֨ࢿΛ௨ͯ͡ɺ֤ಟੑݧࢼのҙٛಟੑ
తにるܥংͳͲΛମػݱൃ ͱ͕͜Ͱ͖ɺࢹ͕͕ͬ ͱͨײ
͍ͯ͡·すɻޙࠓトΩγίロδεトͱ͠ ଓతにࣝΛਂܧͯ
Ί͍͖ͯɺ࣭の͍ߴσʔλのఏڙ৽نධՁܥのߏஙΛͬߦ
͍͖͍ͯͨͱͯ͑ߟ ͍·すɻ

ʢࣥߘݪච�٢ ެਓʣ

ɹ ൺ ֱ ؟ Պ ֶ ձ ͕ ೝ ఆ
͍ͯ͠る؟ૅجՊֶઐ
Ոʢ%iQMPNBUF PG +BQBOFTF 
$PM MFgF PG  FVOEBNFOUBM 
0QIUIBMNPMPgiTUTʣの֨ࢿΛ
औಘするͨΊɺ�ؒの࣮
ݧܦɺձのߨशձの
डߨ�ճのֶձൃදΛߦ
͍ɺ2���にೝఆΛऔಘ
する ͱ͕͜Ͱ͖·ͨ͠ɻೝ
ఆݧࢼϥοトٴͼイヌΛ
用͍࣮ٕͨචهͳͲͰ
ΘΕɺ͍ͣΕの動छߦ
に͓͍ͯɺ؟Պֶにؔ
するઐٕࣝज़͕ඞ
ཁͱͳΓ·すɻେ動ݧࢼ
͕ओͳ୲Ͱ͋るࢲにͱͬ

ͯɺখ動のઐࣝऔѻૢ作͍͠のͰ͕ͨ͠ɺઌഐํ
͔ΒԹ͔͍ࢦಋΛ͖ɺͦのεΩϧΛऔಘする ͱ͕͜Ͱ͖·͠ ͨɻ
ɹೝఆのऔಘにΑΓɺ؟に対する৽ༀのಟੑධՁにਂؔ͘ Θͬͯ
͍る ͱ͜ΛվΊͯೝࣝ͠ɺߋͳるઐࣝのशಘΛ৺ֻ͚ɺ؟Պ
ֶΛϥイϑϫʔΫにग़དྷるΑ͏ にݚᮎΛੵΈɺσʔλの৴པੑΛ
Ί͍ͯ͘͜ߴ ͱ͕ݧࢼにるऀͱ͠ ͯの໋Ͱ͋るͱͯ͑ߟ ͍·すɻ

ʢࣥߘݪචࠤ�ʑ ๛ʣ

ɹ2���ळɺ࣮ݧපཧ
৫ٕज़ೝఆ֨ࢿ࢜ೝఆࢼ
に߹֨͠·ͨ͠ɻຊೝఆݧ
ɺຊಟੑපཧֶݧࢼ
ձޙԉͰ࣮ݧපཧ৫ٕ
ज़ڀݚձ͕ಋೖͨ֨͠ࢿ
ೝఆ੍Ͱɺड֨ࢿݧΛ
ಘるͨΊにɺձһྺ3
Ҏ্ɺֶज़ूձٕज़ݚ
मձのࢀՃɺൃද
ඞཁ͕͋Γ·すɻ͏ߦΛߘ
ೝఆݧࢼපཧඪຊ作
ٕज़にؔするجຊతͳ
͕ࣝΘΕるචݧࢼهͱɺ
ࢼ͕ݧܦͰに͚ͭͨ·ࠓ
͞Εる࣮ٕݧࢼの2छྨ͕
͋Γ·すɻ࣮ٕݧࢼ͍ͭ

の作ۀのԆઢ্ͱ͑ߟɺۓுするͪ࣋ؾΛམͪண͔ͤݧࢼに
ྟΉ ͱ͕͜Ͱ͖·ͨ͠ɻචݧࢼهेͳֶशؒ࣌の֬อ͕͠
͔ͬͨのͰෆ҆にͯͬࢥ ͍·͠ ͕ͨɺແࣄに߹֨Ͱ͖΄ ͱͬ͠ ͍ͯ
·すɻ
ɹࡏݱɺࣛౡٴͼ۽ຊ྆ڀݚॴの༗ऀ֨ࢿ�໊ͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ʑɺΑΓ͍ߴඪຊ作ٕज़͕ٻΊΒΕるに͋Γ·す͕ɺͲ
Μͳࠔͳ༰Ͱ͋ͬͯɺ͜の֨ࢿऔಘΛݪに͓٬༷の͝ཁ
に͓Ԡ Ͱ͖͑るΑ͏ ӹʑٕज़Λຏ͍͍͖͍ͯͨͱ͍ࢥ·すɻ

ʢࣥߘݪච�Լ ܙ՚ʣ

Topics

5

Topics

6
Topics

7

「日本毒性学会認定トキシコロジスト」の資格を取得

「基礎眼科学専門家」の
資格を取得

「実験病理組織技術認定士」の
資格を取得

鹿島 / 佐々木 豊 研究員

熊本 / 飯田 真志 研究員

鹿島 / 木下 恵華 研究員

鹿島 / 吉川 公人 研究員
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学会発表実績　（2016 年 10 月～ 2017 年 9 月）

【第 37回　日本レーザー医学会（2016 年）】
●新型プローブを用いた interstitial photodynamic therapyに
おける抗腫瘍効果の基礎的検討／宮本重樹（東京医科大
学）、榎成憲、他
【第 4回　TR推進合同フォーラム・ライフサイエンス技術交
流会（2016 年）】
●細胞外電位によるヒトiPS 細胞由来心筋細胞in vitro 催不
整脈作用評価法の検討／長田智治、他
●ヒト患者由来腫瘍を用いた薬効薬理試験／柿沼秀明、他
●再生医療等製品の開発支援サービス－再生医療等製品の
早期承認取得へワンストップサービスの提供－／片山誠一、
和泉宏幸、他
【日本バイオマテリアル学会シンポジウム 2016】
●国内ラウンドロビンテストによる簡易溶血性試験法の性能評
価／野村祐介（国立医薬品食品衛生研究所）、宮﨑智成、他
【第33回　日本毒性病理学会総会及び学術集会（2017年）】
●カニクイザルにおけるリンパ形質細胞性胃炎の胃内分布／
黒滝哲郎、他
●ラットの乳腺腫瘍に認められた限局性アミロイド症の 1例
／川迫一史、他
【第 8回　日本安全性薬理研究会　学術年会（2017 年）】
● 麻 酔 下 のミニブタ（Göttingen） を 用 い た sotalol、
terfenadine、verapamil 投与によるECG パラメータの影響に
ついて／小田切則夫、他
●新規テレメトリーシステムを用いた群飼育下イヌテレメト
リー試験／秋山賢之介、他
● Evaluation of the drug’s property of the blocking to 
potassium and calcium channel from the change of FPD 
prolongation using human iPS cell-derived cardiomyocytes（ヒ
トiPS 細胞由来心筋細胞より取得した FPDの経時的変化を
用いた化合物の hERGおよびカルシウムチャネルへの影響評
価）／吉川公人、他
●不整脈保有動物（カニクイザル）の心循環試験における
影響／今泉真和、他
●Japan activity for Improvement of Cardiovascular Evaluation 
by Telemetry system （J-ICET）_BP/HR: Establishment of 
promising hemodynamic assessment criteria in non-rodents by 
considering the physiological variation range ／香川俊樹（田
辺三菱製薬株式会社）、根岸裕美、他
【第 16回　日本再生医療学会（2017 年）】
●完全脊髄損傷モデルラットにおける細胞移植による排尿機
能および後肢運動機能の改善／榊原基嗣、他
【第 90回　日本薬理学会年会（2017 年）】
● Study on the Evaluation System of Neurological Functional 
Disorder using a Parkinson’s Disease Model in Rats（ラットパー
キンソン病モデルを用いた神経機能障害の評価系の検討）
／林田尚之、他
● Development of puromycin aminonucleoside （PAN）
-induced nephrosis model in rats and its usefulness in 
evaluation of effects of developing drugs and regenerative 
medicines（ピューロマイシン誘発腎障害ラットモデルの開発とそ
の再生医療研究での検討についての有用性）／馬成俊、他
● Effects of drugs on the gastrointestinal motility in conscious 

dogs（覚醒イヌによる薬物の胃腸運動に対する作用）／
佐々木一暁、他
● Examination of evaluation parameters in an Imiquimod-
induced psoriasis mice model（イミキモド誘発乾癬モデルマウ
スを用いた評価系の確立）／山澤拓実、他
● Establishment of a novel in vitro test system for anti-cancer 
drug development using patient-derived xenograft （PDX） tumor
（ヒト患者由来腫瘍を用いたin vitro 抗腫瘍試験の確立）／
柿沼秀明、他
【第 57 回　獣医病理学研修会（第 4回日本獣医病理学専
門家協会学術集会内で開催）（2017 年）】
●ラットの脾臓と肝臓／友成由紀
【第 4回　日本獣医病理学専門家協会学術集会（2017 年）】
●チュートリアルセミナー「げっ歯類の内分泌系腫瘍」／
菅野剛
【第 44回　日本毒性学会学術年会（2017 年）】
●３軸加速度センサー内蔵テレメトリー送信器を用いたカニク
イザルの心血管系及び行動評価／平嶋昂、他
●ラットを用いた尾静脈からのマイクロサンプリング技術の確
立と毒性試験への応用に関する検討／赤川唯、他
●ヒト骨髄由来間葉系幹細胞のピューロマイシン（PAN）誘
発腎障害モデルラットに及ぼす影響／馬成俊、他
● NOGマウス及び NOD SCID マウスを用いた安全性薬理試
験コアバッテリー試験について／今泉真和、他
● SDラットにおける光毒性試験の条件検討（1）：光毒性感
受性の部位作及び雌雄差の解析／久我和寛（武田薬品）、
加藤仁士、他
● SDラットにおける光毒性試験の条件検討（2）：反復投与の
光毒性への影響の確認／米澤豊（科研製薬）、加藤仁士、他
● SDラットにおける光毒性試験の条件検討（3）：有色ラット
との薬物誘発性光毒性の検出感度比較／加藤仁士、他
【48th Annual Meeting on Environmental Mutagenesis and 
Genomics Society （EMGS）（2017年）】
● In vivo  genotoxicity assessment of multi-wall carbon 
nanotubes using in vivo/ in vitro  lung micronucleus assay in 
mice ／濱田修一、他
【第 24回　日本排尿機能学会（2017 年）】
●完全脊髄損傷モデルラットにおける細胞移植による排尿機
能および後肢運動機能の改善／森田枝美、他

投稿実績　（2016 年 10 月～ 2017 年 9 月）　

【Fundamental Toxicological Sciences　3（6）: 243-250, 2016】
● Safety assessment of probiotic bacteria, Bacillus coagulans 
strain SANK70258, in rats ／赤川唯、他
【Journal of Veterinary Medical Science 79（5）: 830‒833, 2017】
● Jejunal fibroplasia in a rat ／川迫一史、他
【British Journal of Radiology 90:20170004, 2017】
● Selective boron delivery by intra-arterial injection of BSH-
WOW emulsion in hepatic cancer model for neutron capture 
therapy ／柳衛宏宣（東京大学）、水町凉治、他
【Journal of Toxicological Pathology 30: 327-332, 2017】
● A case report of ventricular septal defect in an adult Sprague 
Dawley rat ／黒滝哲郎、他



ඇྟচ NFXT  8

創薬支援事業本部
◆試験研究センター　鹿島研究所　˟3��-�2�� ҵݝਆࢁ࠭ࢢ �� ൪̍ɹ
◆試験研究センター　熊本研究所　˟���-��2� ۽ຊݝӉ࡚܀ࢢொ �2�� ൪
◆【東日本】統括営業部 第１営業部 第１グループ　 
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ                ˟ ���-���� ౦ژઍా۠ਆాҰஸ�3൪�߸ 5)E ,A*5E,* Ϗϧ
◆【西日本】統括営業部 第１営業部 第２グループ　    
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ              ˟ ���-���� େࢢࡕதԝ۠෬ݟொ࢛ஸ � ൪ � ߸

ὸ ����-��-2���
ὸ ����-23-����

ὸ �3-����-����

ὸ ��-�2��-����

čĈğ ����-��-2���
čĈğ ����-23-��22

čĈğ �3-����-����

čĈğ ��-�2��-����
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ɹࣾͰɺ2���͔ΒʮφϨοδαʔϏεʯͱ͠ɺ༷ʑͳڭҭʗ

ඇྟচNFXT�߸にͯ͝Ҋ	す·͍ͯ͠ڙमαʔϏεΛఏݚɻ͍ߴ
ٕज़ɺ๛ͳݧܦͱઐࣝΛͭڀݚһΛࢣߨͱ͠ ͯɺҕୗऀ༷
の৽ਓڭҭεΩϧΞοϓݚमͳͲに׆用͍͍͍ͨͩͯ·すɻ
ɹதͰපཧのφϨοδαʔϏεɺ1BUIPMPgiTUのҭにؒظΛ
ཁす ͱ͋͜Γɺଟ の͓͘߹ͤΛ͍͍͍ͨͩͯ·すɻ͜Ε͔Βಟ
ੑපཧΛ࢝ΊΒΕるํΛ対にͨ͠ʮݕڸトϨʔニングʯɺए͍

ɹຊڥมҟֶݪձ ୈ��ճେձΛ��݄�ɾ�の2ؒにΓɺҰڮେֶҰߨڮಊにͯ։࠵

͠·͠ ͨɻ

ɹຊେձͰɺචऀ͕େձձΛΊɺʮଟ༷化ɾߴ化するҨಟੑධՁのׂͱղऍʵҨ

ಟੑݧࢼώトൃ͕ΜΛ༧ଌͰ͖るの͔ʵʯΛςʔϚに͛ܝɺҨಟੑのධՁ๏͕ଟ༷化ɾ

ͼインλʔφγϣφϧセοٴԋߨΊすͨΊのಛผͭݟ化するͳ͔ͰɺͦのׂͱղऍΛߴ

γϣンΛؚΉ�ͭのγンϙδϜΛاը͠·ͨ͠ɻ

ɹҰൠԋͰɺຊ͚ͩͰͳ ɺ͘ΞϝリΧɺதࠃɺϒϥδϧͳͲւ֎の͔ऀڀݚΒଟ の͘ԋ

ొ͕ Γ͋ɺࡍࠃ৭๛͔ͳେձͱͳΓ·͠ ͨɻ·ͨɺຊڥมҟֶݪձͱ͠ ͯॳΊͯのࢼ

ΈͱͳるϑϥογϡトʔΫΛಋೖ͠ɺશͯのऀڀݚにޱ಄ൃදのػձΛઃ͚·͠ ͨのͰɺൃ׆ͳ

౼͕܁Γ͛ΒΕɺձの͏ͪ にऴྃする ͱ͕͜Ͱ͖·͠ ͨɻ

ʢࣥߘݪච�ᖛా मҰ  E-NBiM�IBNBEB.TIVViDIi!NI.NFEiFODF.DP.KQʣ

ɹࣛౡڀݚॴͰɺࡢळΑΓ৬ڥΛΑΓྑ す͘る׆動のҰͱ͠ ͯʮՖ
͍ͬͺ͍׆動ʯΛల։͍ͯ͠·すɻ
ɹࣄ౩ΛؚΊ֤ͨ౩のؔݰઌにɺ৭ͱΓͲΓのقઅのՖΛ২͑ͨϓϥンλʔ
Λઃஔ͠·͠ ͨɻͦͯ͠ɺͦΕͧΕの౩͔ΒืͬͨੈΛத৺にࣗͨͪͰ
ՖのੈΛ͍ͯ͠·すɻ
ɹňࣗͨͪͰՖΛҭͯɺҭͯͨՖΛѪͰるŉ
ͦのߦҝにʮ༊͠ʯͱʮΈʯのޮՌ͕͋るͱͯ͑ߟ ͍·すɻޙࠓɺقઅΛΈͳ
͕Βɺ۽ຊڀݚॴにઃஔする ͱ͜Λܭը͍ͯ͠·すɻ
ɹࣛౡڀݚॴに͝དྷॴのࡍにɺ͕ͪͨࢲҭͯͨՖʑΛੋඇ͝ཡ͍͖ͨͩɺײ
ͳͲ͓ฉ͔͍͚ͤͨͩ ΒͨਙͰ͍͟͝·すɻʢฤू෦ʣ

Topics

8

Topics

9

Topics

10

病理ナレッジサービス好評実施中

日本環境変異原学会 第 46 回大会開催

花いっぱい活動

1BUIPMPgiTUのҭにదͨ͠༰Ͱɺஸೡͳࢦಋ͕͝ධΛ͍͍ͨͩͯ
͍·すɻ͜ΕにՃ͑ɺϥοトのՃྸੑɾजᙾੑපมΛத৺ͱ͠ ͨʮඪ
ຊϨンλϧɾϨΫνϟʔαʔϏεʯɺจ作の͓ख͍ɺϐΞϨϏϡʔ
の࣮ࢪɺղऍࠔͳපཧॴݟの͝૬ஊͳͲにԠ͍ͯ͡·すɻ͝ཁ
に߹Θͤ トͨϨʔニングΧリΩϡϥϜΛΜͰ対Ԡ͍ͨ͠·すのͰɺ
ઌͣӦۀ·Ͱ͓߹ͤԼ͍͞ɻ	ฤू෦





